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2020-2021年度国際ロータリー会長　Holger Knaack（ホルガー・クナーク）

　森川紘太郎です。改めまして宜しくお願いします。
　会社名はリュウグウ株式会社です。
　弊社は明治16年を創業年としており、今年で138年目となります。
　私の前に会員であった森川憲二は私の大叔父となります。もう少し詳しく説明
しますと、創業者が森川治七といいまして、その長男にリュウグウ株式会社の設
立者であり、旧伊予三島市の市長をしておりました森川孝夫がおりまして、その
また長男が私の祖父（哲夫）で次男が憲二（大叔父）です。さらに、長男哲夫の長
男が私の父（泰幸）でその長男が私（紘太郎）ということであります。私で6代目
となります。

第３２４１回　　 　　　  　　　　例　　会　　記　　録　　　 　　　　 　令和 3 年４月 2 日

開会　佐藤慎輔　会長

来賓紹介
四国電力(株)愛媛支店 営業部 四国中央営業所
　所長　藤田英和氏

出席報告　 
　出席会員（３３名中）　　　　　　  ２８名
　出席免除　　　　　　　　　　　　　１名
　出席率　　　　　　　　　　８７．５０％
　第３２３９回修正出席率　　９６．８８％

会長の時間
○誕生日御祝
本藤賢二君（　７日）、大西英彦君（１２日）、
井原博史君（１６日）
外山哲子様（　１日）、西岡麗子様（　８日）

幹事報告
・米山梅吉記念館～館報「春号」
・例会変更通知

（観音寺）
　日時　４月２９日 ( 木 )　休会
　（＊４月の例会も「観音寺グランドホテル」にて
開催）

・四国中央市国際交流協会～
　令和３年度ＳＩＦＡ総会のご案内
　会報誌４．５月号

・四国中央地区防犯協会事務局～事務局だより

例会行事
卓話 ( 内部 )
　森川紘太郎　会員

ニコニコ紹介
佐藤慎輔君～
　おかげ様でサトー産業は50周年を迎えました。こ
れからも、奉仕の理想に向けて努めますのでよろし
くお願いします。

井川　正君～
　港湾庁舎の移転にともない、日本興運事務所も無
事に大きなトラブルもなく引っこしが完了いたしま
した。今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。

森川紘太郎君～
　私事ですが、先日うちの次男が行方不明になり、警
察も呼んでの大捜索となってしまいました。夫婦共
に最悪の事態も想定する中、奇跡的に発見してくれ
たのが山中泰典会員の娘さんでした。本当に感謝し
てもしきれない思いでいっぱいです。改めてありが
とうございました。

伊藤誠史君～
　本日の例会は森川さんの卓話の時間です。この所
新規入会の皆さんが増え、山内委員長のもと親睦委
員会は賑って活気づいております。前回の立花さん
本藤さんに続いてハードルを上げるようになります
が、親睦委員を代表して「森川さん」頑張って下さい。

誕生祝～本藤賢二君、　外山哲子様

卓 　 　 話 ( 内 部 )

       森 　 川 　 紘 太 郎  会員

 №４０

令和 3.4.2

第３２４１回

　会社の説明に戻りまして、弊社ではポリエチレン製品、わかりやすいところでレジ袋やポリ袋といっ
たフィルム製品の製造販売と、紙製品等の仕入販売をしており、売り上げ的には半分が自社製品で半
分が仕入商品の半分メーカー半分商社のような形態となっています。
拠点は四国中央・東京・大阪・福岡・仙台にあり、北海道から沖縄まで全国各地に販売をしております。
社是は「創意・誠意・熱意」とよくあるものとなっております。企業理念、今年度スローガンは御覧の
通りです。

（一部割愛）
　当社の主力製品の一つに「超ポリ」という製品がございます。簡単に言うと従来品よりも強度が
あり透明度もあるポリ袋です。お客様のコスト面・品質面でのお困りごとを解決し、さらに原料使
用量の低減効果として資源の有効活用、プラごみの削減、CO2排出量の削減という環境対応商品で
もある優れた商品で、大変好評をいただいております。そしておととし「超ポリ」に植物由来の原
料を使用した「超ポリバイオ」という商品を作り、バイオマス原料のカーボンニュートラル（CO2削

ＳＡＡの時間

　４月16日プログラム予定

減効果）を追加したより環境に配慮した製品による SDGｓへの貢献も進めております。
　私が社長になってからの取り組みとしては、人材育成と商品開発を重点課題として取り組んでおり、
新評価育成制度の導入や外部セミナーの積極活用、そして資格取得支援などを行っております。そし
て特徴的なものとして「夢応援制度」というものがあり、わかりやすく言うと社長自らが社員の夢・や
りたいこと・なりたい将来の話を聞き、キャリアプランニングを提案するというものです。本人のライ
フプランと会社におけるキャリアプランがつながることによるモチベーションアップを図ることや、
当社を人生の通り道として選択してくれることを目的としており、社長自身が約束することでよりプ
ランの信憑性を持たせる意味合いもあります。
　最後にお役に立つかわかりませんが、我々の業界でポリエチレン原料価格の基準となる、「国産（輸入）
ナフサ価格」の計算方法をご紹介したいと思います。日経新聞の＜マーケット商品＞面に主要相場情
報が出ておりますが、そこに「ナフサ（東京オープンスペック・・・）」という数字が出ております。こ
れがドルベースの価格なので、これに為替をかけて、ポリエチレンの原料の比重といわれております
「0.69」を掛け合わせ、さらに諸費用の2,000円を足したものが、国産（輸入）ナフサ価格となります。
これが500円上がる（下がる）と原料価格がキロ1円上がる（下がる）こととなります。
（粗製）ナフサはガソリン用と化学品用に分かれていくのですが、現在ではガソリンのほうが付加価値
が高く、ガソリン用に周される部分が多いのですが、各国の地球温暖化対策が進んでいくことにより、
燃料需要が落ち込む一方で化学品、特に現在のプラスチック削減の風潮に反し樹脂の需要は数％伸び
ていくという確実性の高い予測がでており、化学品向けのナフサの需要が高まり価値が上がるとの話
もあります。ご商売と関係ない方のほうが多いかとは思いますが、ご興味がありましたら今後注視し
ていってみてください。


